
質  問  回 答 書 

 

2020年 3月 30日 

「（案件名）マダガスカル国「みんなの学校：住民参加による教育開発プロジェクト（フェーズ２）」」 

 （公示日：2020年 3月 18日／公示番号：19a01269）について、以下のとおり質問回答いたします。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

1 企画競争説明書 P. 14 

【成果４に係る活動】 

（4－2－2） 

「機能する小学校学校運営委員会を中心とした生活環境の継続的改善

アプローチ（生活改善）に基づいて、学校給食モデルを強化する」と記載

されています。が、R/D中のPDMには、（仏語版）Consolider les modeles 

de cantine scolaire en s'appouyant sur les FEFFI-EPP functionnels et par 

l'approche d'amelioration continue des conditions de vie 

(Seikatsukaizen)、また（英語版）Consolidate the school canteen model 

based on functional FEFFI in EPP and by  

continuous improvement approach of living conditions (Seikatsukaizen)と

記載されています。「機能する小学校学校運営委員会に基づき、かつ生

活環境の継続的改善アプローチ（生活改善）によって学校給食モデルを

強化する」が適切な訳であると思われますが、そのような理解によりプロ

ポーザルを作成してよろしいでしょうか。 

ご指摘の通り、「機能する小学校学校運

営委員会に基づき、かつ生活環境の継続的

改善アプローチ（生活改善）によって学校給

食モデルを強化する」が適切な訳になります

ので、この理解に基づき、プロポーザルのご

作成をお願いします。 

2 企画競争説明書 P. 35 

７．その他留意事項（１） 

「プロジェクト で日当・宿泊費・交通費を 負担とする。このため、本経費

については見積書に計上すること。 単価は教育省と JICA マダガスカ

ル事務所間で定めた規定 に基づき 、日当 1,300 円／日、宿泊費 1,500

円／泊、交通費 500 円／往復として計算すること。」と記載されています

が、この金額は、教育省と JICA マダガスカル事務所間で定められた規

定と異なっていると思料します。現行規定に基づき見積書を作成してもよ

ろしいでしょうか？ 

マダガスカル教育省と JICA マダガスカル事

務所間の現行規定では、研修参加者の職

位や居住地に応じて、日当・宿泊費・交通費

が異なります。一方で、プロポーザルの段階

では、研修参加者の職位や居住地を正確に

想定することはできないため、平均的な値を

用いて、一律に「日当 1,300 円／日、宿泊費

1,500 円／泊、交通費 500 円／往復」として

試算をお願います。 



3 企画競争説明書 P.33  

２．業務量の目途と業務従事

者の構成 

第 1期：約 47M/M、第 2期約 20M/Mと記載されています。大きな偏りが

見られますが、その偏りに合わせ、活動内容とそのプロセスを検討し、プ

ロポーザルを作成するよう求められていると理解してよろしいでしょう

か？ 

成果１、成果３、成果４の達成のために

は、プロジェクトの前半により多くの専門家

を投入する必要があると考えています。 

特に「成果３：基礎学力モデルの全国普及

に向けた計画・制度の省令承認」及び「成果

４：応用モデルの技術的妥当性が認められ

る」を達成するには、教育省の承認に時間

がかかることが想定されるため、プロジェクト

開始初期から取り組むことを想定していま

す。 

ただし、より効果的・効率的と考えられる

活動／投入計画があれば、プロポーザルの

中でその理由を明記し、提案をお願いしま

す。 

 

以 上 

 


